
技術分類

技術名称 リハビリボンド工法 担当部署 開発部開発課

NETIS登録番号 未定 担当者 武延 芳治

社名等 アオイ化学工業㈱ 電話番号 082-877-1341

技術の概要

国の機関　 　0件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　15件　（九州　　3件　、九州以外　12件　）　
民　 間　　　　4件　（九州　　0件　、九州以外　4件　）　

３．技術の効果

　亜硝酸リチウム(PSL-40)の中の亜硝酸イオンが、鉄筋に作用して不動態被膜を再生させ、コンクリート
ひび割れの原因となる鉄筋の腐食膨張を抑制します。
　また、リチウムイオンがＡＳＲひび割れの原因となる骨材の吸水膨張性アルカリシリカゲルに作用し、ゲ
ルを非膨張化させることによってコンクリートひび割れの原因を改善します。
　リハビリボンドは、伸び率100%程度を有するひび割れ3種エポキシ注入剤であり、進行性ひび割れに追
従する為、コンクリート構造物内部への劣化因子の浸入を遮断します。

４．技術の適用範囲

適用範囲としては
・コンクリート構造物や橋梁補修工事における、0.05～2mmのクラックの入った箇所
・塩害、中性化、ASRの発生している箇所
※外気温が5℃以下、湿度85％以上のときは適用外

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　近年、建築後時間のたったコンクリート構造物が増えており、塩害、中性化、ASR(アルカリシリカ反応)
などを原因として、コンクリート構造物にひび割れが現状でも多く報告されています。
　その補修方法として、ひび割れ注入工法がありますが、現状のひび割れ補修工法では、水分の侵入を
防ぐための封しが目的となっています。本製品は、ＡＳＲの原因である膨潤ゲルの抑制効果及び鉄筋の
不動態被膜の再形成効果のある亜硝酸リチウム(PSL-40)を先行注入し、その後、伸びのあるエポキシ
３種注入剤で低圧注入によって充填することにより、ひび割れ要因の抑制効果と水の侵入を防止するひ
び割れ注入補修工法です。

　本製品は、コンクリート構造物のひび割れに対して亜硝酸リチウム(PSL-40)を先行注入し、エポキシ３
種注入剤(リハビリボンド)にて充填し、補修する工法です。
また、専用注入器(CRBインジェクター)を使用することで、低圧で確実な充填が自動で行えます。
　亜硝酸リチウムを先行注入することにより、塩害やASR等に作用しコンクリート構造物の劣化状況を改
善し、その後注入するエポキシ充填材の充填により劣化因子の浸入を遮断することが出来ます。

１．技術開発の背景及び契機
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